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This study tried to develop the Food Preference Scale for Imbalanced Diet (FPSID), and 
evaluated its validity and reliability. For pilot study, 10 university students (5 males and 5 females) 
participated in semi-structured interview; it was used to construct scale items, considering food 
preference for imbalanced diet. A questionnaire survey was conducted on 920 university students, 
including 673 males and 247 females. Exploratory factor analysis which revealed the FPSID composed 
of the following subscales: aversion to hated food, aversion to food sensory, aversion to vegetables, 
receptivity to diverse food, and receptivity to the same food. Cronbach α were above .76. Confi rmatory 
factor analysis confi rmed validity of the scale too. Correlations between the FPSID and neuroticism and 
preference for novelty food were reported. Based on these results, it was concluded that the scale was 
valid and reliable for measuring food preference that relate to imbalanced diet. 
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1. 緒言
偏食は，栄養摂取に偏りを生じさせ健康に影響する
可能性 1)~4) や食を通じた人とのコミュニケーションを
制限する可能性 5)6) があることから，望ましくない食
行動とされる．
特に，食嗜好の獲得期である乳幼児期には，しばし
ば偏食の問題が報告される 7)~9)．そして，食体験を通
して様々な食べ物を受容できる食嗜好を獲得すること
で，偏食は回避することができるとされている 10)~12)．
しかし，子どもの偏食の解決は困難であると考える
養育者も多く，食育の大きな課題の一つになってい
る 11)13)~16)．
このように，偏食の問題は幼児期を中心に注目され
ており，多くの場合，青年期には多様な食嗜好が獲得
され食嗜好に由来する偏食の問題は少なくなると考え
られる 17)18)．しかし，現代の大学生は親世代に比較し
て食嗜好の範囲が狭い者が多いことが報告されてい
る 14)．その背景には異世代の食を体験する機会が少
なくなってきていること 13)，偏食に対する親の考え
方 13)，子ども一人で食事をする孤食の影響 1)8) など子
どもをめぐる食環境の問題が報告されている．そのた
め食体験の幅自体が狭くなっている可能性があり，成
長過程で偏食が改善されることなく限られた食べ物を
摂取している可能性がある．例えば，野菜は健康な食
生活を送る上で重要な食べ物とされているが 19)，野菜
に対する嫌悪感は大学生を対象とした調査においても
しばしば取り上げられている 14)18)~21)．野菜の摂取は，
体重のコントロールや生活習慣病の予防に有効である
ことが確認されており 22)23)，生活習慣病が深刻化する
壮年期の入り口にある青年期後期 24) の大学生で野菜
に対する偏食があることは憂慮すべきである．
また，大学生になると，保護者の養育から離れ生活
の諸側面で自立が進み，食生活においても自ら意思決
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定を行う場面が増える．その結果，食事の回数や摂取
内容の偏りが顕在化してくる 25)~31)．
つまり幼児期から様々な味，匂い，テクスチャーな
どの食感覚を繰り返し味わう機会が少なく，このよう
な環境下で形成された食嗜好の狭さが偏食行動を形成
し 32)，青年期に至っても食生活に影響する．さらに，
大学生になると幼児期に形成される食感覚に由来す
る食嗜好の問題 9) に加えて，インスタントラーメンや
ファストフードといった簡単に満腹感を満たすことの
できる食べ物への嗜好性が高まり 4) 簡便性を求める傾
向が偏った食行動としてみられる 33)．これらの食べ物
は，炭水化物や脂質を多く含み高カロリーであること
から，生活習慣病を予測する要因である．そのため，
将来的に偏食に関連する食嗜好が生活習慣病を予測す
る要因となる可能性がある．
食生活の改善をはじめとした生活習慣病の予防は，
健康寿命の延伸につながり QOL(Quality of Life) の向
上に寄与することから国際的な課題として取り上げら
れている 34)．よって，生活習慣病の予測因子となる可
能性のある大学生の偏食に関連する食嗜好をとらえる
ことは，健康教育や健康政策において重要な知見とな
る．
また，これまで各ライフステージに焦点を絞りライ
フステージごとの食行動の問題をとらえる先行研究は
数多く行われてきた 1)2)4)7)~9)．しかしながら，生活習慣
としての食行動の変容を考えたとき，ライフステージ
のみに焦点を絞るだけでは，問題の解決に至ることは
難しく，ライフステージをとおした取り組みも注目さ
れている 35)．先に述べたように偏食に関連する食嗜
好は，幼児期，少年期，青年期を通じて形成されるこ
とから，大学生を対象として偏食に関連する食嗜好を
とらえることは，幼児期から青年期に至るまでのライ
フステージをとおした食行動の検討につながると考え
た．
ところで偏食について検討する際，個別の食品に対
する摂取頻度や嗜好の程度をたずねる方法が広く用い
られている 1)4)6)8)18)．これらの方法は，具体的にどのよ
うな食品が偏食の対象となっているかを明らかにする
ものであり，偏食の対象となっている食品の摂取を促
進しようとする栄養指導を行う上で重要な情報を提供
するものである．
一方，近年は人の行動の特徴を明らかにし，これを
規定する要因を明らかにすることで行動の変容をねら
う取り組みが，健康教育や健康政策において取り入れ
られている 36)37)．このように行動科学に基づいた食行
動研究は，日本においても活発になりつつある．特に
日本の若年層女性の痩身願望と摂食障害傾向に関する
研究は数多く行われている 38)39)．そして，摂食障害に
おける認知の歪みやストレスなどの規定要因が明らか
にされ，問題の解決につながる研究成果が得られてい
る．偏食についても，行動科学的観点から偏食行動を
規定している要因を明らかにすることで，改善につな
がる知見を得ることができるものと考えた．
先にも述べたように，偏食行動は食体験によって
獲得される食嗜好のあり方と関係があるとされてい
る 18)32)．たとえば，人は生来エネルギーの所在を示す
甘味に対しては受容的であるが，腐敗を示す酸味や毒
を示す苦味に対しては回避的である．そのため，酸味
や苦味を含む野菜に対して回避的となることは必然
であり，野菜に対する嗜好は学習によって獲得され
る 40)．
また，雑食動物である人は新奇な食べ物に対する接
近と回避のジレンマを持っており，このジレンマを制
御することによって，健康で安全な食生活を創造して
きた．つまり，様々な食物が入手可能で多様性に恵ま
れている食環境において，新奇な食べ物を楽しみより
豊かな栄養摂取につなげることは，雑食動物である人
の優れた能力である．このように新奇な食物を楽しむ
傾向を食物新奇性嗜好という．その一方で，新奇な食
べ物を回避することもある．これは安全であるとすで
に認知されているもののみを固定的に摂取することに
よって，未知で有害な可能性のある食べ物の摂取を回
避し身を守ろうとする人の防衛的能力である．このよ
うに，新奇な食べ物を回避しようとする傾向を食物新
奇性恐怖という．偏食行動は，食物新奇性恐怖に由来
すると報告されている 41)~43)．以上の点を考慮すると，
味などの食感覚に関連する食嗜好や多様な食環境に対
応した食嗜好が偏食行動に関連していると予測でき
る．女子大学生を対象とした調査では，偏食は食嗜好
重視傾向や食の簡便性と関連していることも報告され
ている 4)．
次のステップとして，具体的にどのような食嗜好が
偏食に関連しているかを詳しく分析することで，健康
につながる食嗜好の獲得について明らかにすることが
出来ると考えた．そのためには，偏食に関連する食嗜
好を測定する尺度の開発が必要である．そこで，本研
究では大学生を対象として偏食に関する半構造化面接
を行い，抽出された質問項目から偏食に関連する食嗜
好を測定する尺度を開発し，その妥当性と信頼性につ
いて検討することとした．
2. 予備調査
偏食は，健康な人の発達に関わる要因であることか
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ら健康発達論を専攻している国立大学の大学生 10 名
（男女各 5 名）を対象として，偏食に関する半構造化
面接を行った．平均年齢は 22.6 ± 1.1 歳（男性：22.4
± 1.1 歳，女性 22.8 ± 1.1 歳），調査対象者の学年は
男女それぞれ学部 3 年生 1 名，4 年生 2 名，博士課程
前期 1 名，博士課程後期 1 名であった．研究の趣旨と
個人情報の取り扱いについて調査対象者に説明し，面
接の内容を筆記，録音し研究に使用することについて
同意を得た．その後，個室で個別に半構造化面接を行っ
た．半構造化面接の内容は，(1)一般的な偏食について，
(2) 自分自身の現在および子どもの頃の偏食について，
(3) 身近な人の偏食についてであった．また，①具体
的な偏食の様子，②対象となった食べ物やその特徴，
③偏食が生じていた原因，④偏食が改善した過程など
についてもあわせて質問した．各対象者の逐語記録を
もとに，得られた語りを要約し文章単位で意見文を抽
出した．その後，類似した意味内容の項目をグループ
分けし，カテゴリーごとにラベリングを行った．その
結果，偏食に関連する食嗜好，偏食行動，偏食に対す
る態度，偏食に対する主観的規範に関する項目が抽出
された．本研究では，偏食に関連する食嗜好の項目を
用いてその尺度構成について検討することとした．
3. 本調査
(1)　方法
1)　調査対象者
大学生 920 名（18.6 ± 1.0 歳）を分析対象とした．
男性 673 名（18.6 ± 0.9 歳），女性 247 名（18.7 ± 1.3 歳），
有効回答率 95.5％であった．対象者全体の平均 BMI
値は 20.9 ± 2.6 であり，男性 21.2 ± 2.6，女性 20.2 ±
2.4 であった．家族形態は，核家族 82.5%，拡大家族
15.8%，その他 0.5%，無回答 1.2% であった．居住形
態は，一人暮らし 37.2%，自宅 56.6%，食事つきの寮
2.5%，食事なしの寮 2.1%，その他 0.7%，無回答 1.0%
であった．
欠損値は，分析ごとに除外した．また，統計解析は
すべて SPSS16.0 for Windows および Amos16.0 を用い
て行った．
2) 調査内容
偏食に関連する食嗜好　予備調査によって抽出され
た偏食に関連する食嗜好の意見文 115 項目について，
「全くあてはまらない」（1 点） から「非常にあてはまる」
（4 点）の 4 件法で回答させた．
神経症傾向　基準関連妥当性を検討するために，性
格特性用語を用いた Big Five 尺度の神経症傾向を測定
する 12 項目 48) に，「全くあてはまらない」（1 点） か
ら「非常にあてはまる」（7 点）の 7 件法で回答させ
た．これまでの研究から，神経症傾向は行動の抑制系
(BIS; Behavioral Inhibition System) と強い正の相関関係
があることから 49)，神経症傾向が強いほど「食べ物
に対する嫌悪感」や「食感覚への嫌悪」が強いと考え
られる．また，神経症傾向が強いほど野菜などの摂取
量が低いことが報告されており 50)，神経症傾向は「野
菜に対する嫌悪」と正の相関にあると仮定できる．さ
らに，神経症傾向は新奇性追究とは無相関であること
から 49)，いろいろな食感を楽しむ傾向である「多様
な食べ物に対する受容」や，逆に同じものばかり食べ
ていてもかまわないとする「同一の食べ物に対する受
容」とは無相関にあると予測できる．
食物新奇性傾向　食物新奇性に対する態度を測定す
る尺度 41) のうち食物新奇性嗜好を示す 5 項目に，「全
くあてはまらない」（1 点） から「非常にあてはまる」（7
点）の 7 件法で回答させた．食物新奇性恐怖が食べ物
に対する嫌悪と負の関連にあることが報告されており
42)，食物新奇性恐怖とは反対の特徴である食物新奇
性嗜好は「嫌いな食べ物に対する嫌悪」，「野菜に対す
る嫌悪」，「食感覚への嫌悪」と負の関連があると考え
た．そして，食物新奇性嗜好は様々な食べ物を試して
みようとする傾向であることから，「多様な食べ物に
対する受容」とは正の相関があると仮定できる．さら
に，このような新奇な食べ物への嗜好の高さは，同じ
ものばかりを食べることに対して回避的であると考え
られる．そこで，「同一の食べ物に対する受容」とは
負の相関があると仮定できる． 
3)　分析方法
偏食に関連する食嗜好を測定する尺度の妥当性と信
頼性を確認するために，探索的因子分析，共分散構造
分析による確証的因子分析およびクロンバックα係数
の算出を行った．次に偏食に関連する食嗜好尺度の下
位項目と神経症傾向および食物新奇性嗜好との相関係
数を算出し，基準関連妥当性について検討した．
4)　倫理的配慮
調査対象者に本調査の内容と目的を説明した．調査
への協力は自由意志によるものとし，同意を得た者の
みに回答を求めた．調査は無記名で行われ，得られた
データはすべて統計的に処理され個人の情報が公開さ
れることはないことを調査対象者に伝えた．
(2)　結果
偏食に関連する食嗜好の探索的因子分析および確証
的因子分析と信頼性の分析　各項目の平均値，標準偏
差，尖度および歪度を算出しデータの分布について検
討した．そして，平均値が 1.50 未満，3.50 以上の 4
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項目を削除し残った 111 項目について，最尤法で因子
を抽出した．その結果，固有値の変化から 5 因子が妥
当と考えられた．そこで，因子数を 5 に決定し，斜交
解による因子分析（最尤法・プロマックス回転）を行っ
た．共通性が .20 に満たない項目と因子負荷量が .4 未
満の項目を除外する方法で因子分析を繰り返して行っ
た．その結果，すべての共通性が .2 以上，因子負荷
量も .41 以上と高い値を示す単純構造となった．最終
的に 64 項目をもって「偏食に関連する食嗜好尺度」
とした．なお，回転前の 5 因子の全分散を説明する割
合は 42.19% であった．(Table 1)
第 1 因子は，「苦手な食べ物がある」，「どうしても
なれない食べ物がある」など嫌いな食べ物への嫌悪を
示す内容であったので，「嫌いな食べ物への嫌悪」と
命名した．第 2 因子は，「食べ物を食べている時に，
食感が気になっていやな気持になることがある」など
食感覚への嫌悪を示す内容であったので，「食感覚へ
の嫌悪」と命名した．第 3 因子は，「野菜はおいしく
ない」など野菜に対する嫌悪を示す内容であったので，
「野菜に対する嫌悪」と命名した．第 4 因子は，「いろ
いろな食感を味わうのが好き」など多様な食べ物に対
する受容性を示す内容であったので「多様な食べ物に
対する受容」と命名した．最後に，第 5 因子は，「同
じものを食べていてもかまわない」など同一の食べ物
に対する受容性を示す内容であったので「同一の食べ
物に対する受容」と命名した．
各下位尺度の内的一貫性を検討するためにα係数
を算出したところ，第 1 因子（20 項目）はα =.94，
第 2 因子（26 項目） はα =.92，第 3 因子（8 項目） は
α =.86，第 4 因子（4 項目） はα =.87，第 5 因子（6 項目） 
はα =.76 であった．
偏食に関する食嗜好を測定する尺度の因子妥当性を
検討するために共分散構造分析による確証的因子分析
を行った．その結果，GFI=.919, AGFI=.891, CFI=.971, 
RMSEA=.024 であり，偏食に関連する食嗜好を測定す
る尺度の因子妥当性が示された．
神経症傾向を測定する尺度の検討　神経症傾向を測
定する 12 項目について，固有値 1 以上を基準に主成
分分析を行ったところ，二つの主成分が抽出された．
第二主成分の主成分負荷量が大きい一つの項目を削除
して，再び主成分分析を行った．その結果，一つの主
成分が抽出された．主成分負荷量は，.655 以上，主成
分寄与率は，61.04% で強い一次元構造が確認された．
また，クロンバックα係数は，.935 であった．そこで，
この 11 の項目を用いて神経症傾向を測定することと
した．
食物新奇性嗜好を測定する尺度の検討　食物新奇性
嗜好を測定する 5 項目について，固有値 1 以上を基準
に主成分分析を行ったところ，一つの主成分が抽出さ
れた．主成分負荷量は，.537 以上，主成分寄与率は，
51.98% で強い一次元構造が確認された．また，クロ
ンバックα係数は，.762 であった．そこで，この 5 の
項目を用いて食物新奇性嗜好を測定することとした．
偏食に関連する食嗜好と神経症傾向および食物新奇
性嗜好との相関　Table 2 に偏食に関連する食嗜好の
下位項目と神経症傾向および食物新奇性嗜好との相関
係数を示した．神経症傾向は「嫌いな食べ物への嫌悪」
(r=.19, p<.001)，「食感覚への嫌悪」(r=.20, p<.001) と有
意な正の相関がみられた．「野菜に対する嫌悪」(r=.12, 
p<.001) とは，極めて低い相関ではあるが有意な正の
相関がみられた．そして，「多様な食べ物に対する受容」
や「同一の食べ物に対する受容」とは全く関連がみら
れなかった．また，食物新奇性嗜好は「嫌いな食べ物
への嫌悪」(r=-.46, p<.001)，「食感覚への嫌悪」(r=-.28, 
p<.001)，「野菜に対する嫌悪」(r=-.42, p<.001) と負の
相関がみられた．そして，「同一の食べ物に対する受容」
(r=-.08, p<.001) とは，極めて低い負の相関がみられた．
一方，「多様な食べ物に対する受容」(r=.42, p<.001) と
は正の相関がみられた．
(3)　考察
偏食に関連する食嗜好尺度の因子構造と信頼性　因
子構造を検証した結果から，本研究によって開発され
た偏食に関連する食嗜好尺度は，5 因子構造を想定す
ることが妥当であると思われる．また，5 つの下位尺
度の内的一貫性は十分高く信頼性を確認することが出
来た．しかし，64 項目の項目数は，回答者にとって
負担が生じる可能性がある．そこで，このような負担
を軽減するためにも今後は，短縮版の開発が必要であ
る．
第 1 因子と第 3 因子の「嫌いな食べものに対する嫌
悪」と「野菜に対する嫌悪」は一定の食べ物に対する
回避傾向を示したものである．そして，第 5 因子の「同
一の食べ物に対する受容」は，一定の食べ物への受容
傾向を示したものである．
これら 3 つの下位尺度について，1988 年 1 月から
1996 年 7 月までの全国の新聞記事データベース（日
経テレコム）を対象とし「偏食」を検索語とした調査（以
下，新聞記事データベース調査という）結果 44) と比
較してみる．新聞記事データベース調査でもっとも出
現頻度が高かった定義文は，「野菜類を食べない」と
「食べ物の好き嫌いがある」であった．次いで，「好き
な食べ物ばかり食べる」，「スナック菓子を頻繁に食べ
る」，「インスタント食品を頻繁に食べる」，「同じもの
Table 1　偏食嗜好に関する因子分析結果 (最尤法、プロマックス回転 )
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Table 2　偏食に関連する食嗜好と神経症傾向および食物新奇性嗜好の平均値と標準偏差および相関分析結果
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ばかり食べる」，「魚介類を食べない」，「栄養のバラン
スを考慮していない」の順で出現頻度が高くなってい
た．
「食べ物の好き嫌いがある」や「好きなものばかり
食べる」が出現頻度上位の定義文として報告されてお
り，本研究でも「嫌いな食べ物に対する嫌悪」が第 1
因子として抽出された．
また先行研究の「野菜類を食べない」の定義文の高
頻度出現は，本研究で「野菜に対する嫌悪」が第 3 因
子に抽出されたことと対応している．他の先行研究に
おいても野菜は偏食の対象となりやすい食べ物である
ことが報告されている 14)18)~21)．今回の研究で特に野菜
が回避対象の食べ物として抽出された点は，先行研究
と一致した傾向である．また，これまでの研究では野
菜と同様，魚や肉なども回避される傾向の強い食べ物
として報告されている 13)14)45)．しかし，大学生を対象
とした偏食に関連する食嗜好を検討した本研究では，
肉に関連する項目はみいだされなかった．そして，魚
に関連する項目は，「魚料理の中には，ぼそぼそして
いて飲み込みにくいようなものがあって，好きになれ
ない」の一項目のみであった．魚や肉はアミノ酸など
のうま味物質を多く含んでいる．うま味は，人にとっ
て生来受容的な味である 46)．そのため，魚や肉に対す
る嗜好は本来それほど低くない可能性がある．
新聞記事データベース調査結果 44) における「好き
な食べ物ばかり食べる」，「スナック菓子を頻繁に食べ
る」，「インスタント食品を頻繁に食べる」，「同じもの
ばかり食べる」の定義文の高頻度出現は，第 5 因子と
して「同一の食べ物に対する受容」が抽出されたこと
を支持するものである．つまり，第 1 因子，第 3 因子，
第 5 因子に抽出された内容は，マスメディアによって
全国的に取り上げられている偏食の内容を反映する食
嗜好であった．
一方，第 2 因子の「食感覚への嫌悪」と第 4 因子の
「多様な食べ物に対する受容」に関する内容は，「食べ
物を食べている時に，食感が気になって嫌な気持ちに
なることがある」や「いろいろな食感を味わうのが好
き」など食感覚に対する回避傾向と受容傾向を示した
内容である．嗜好に関連する食感覚としては，味，匂
い，テクスチャー，外観，食べる時の音のなどがあ
る 47)．先行研究では，匂いや音，食べ物の硬さなどテ
クスチャーに関連する内容は全く抽出されておらず，
「甘いものを好む」，「辛いものを嫌う」，「外見によっ
て特定の食材を摂取しない」など味覚や視覚に関連す
る定義文の出現頻度も少なかった．しかし今回の調査
では，食感覚が偏食に関連する食嗜好の主要な構成要
因であることが新たに確認された．
結果的に，半構造化面接により「偏食に関連する食
嗜好」，「偏食行動」，「偏食に対する態度」，「偏食に対
する主観的規範」といった偏食の構成概念を明らかに
でき，偏食という言葉の中に混在していた偏食に関連
する食嗜好の内容を同定することができた．そして，
偏食に関連する食嗜好が一定の食べものに対する回避
傾向と受容傾向および食感覚に対する回避傾向と受容
傾向から構成されることをデータにもとづいてみいだ
すことができ，一定の食べ物や食感覚のどちらかのみ
に焦点を当てたこれまで研究を一歩進めることが出来
た．
偏食に関連する食嗜好尺度の基準関連妥当性　偏食
に関連する食嗜好の下位尺度と神経症傾向および食物
新奇性嗜好との関係から，基準関連妥当性についても
一定の妥当性が示された．
神経症傾向は，「嫌いな食べ物への嫌悪」や「食感
覚への嫌悪」および「野菜に対する嫌悪」と正の相関
関係にあり尺度として一定の妥当性を確認する結果と
なった．しかし，全体的に相関の程度は低く，特に「野
菜に対する嫌悪」との相関は極めて低かった．その理
由として，神経症傾向は一般的な性格特性であるため
に，食物といった特化した対象との関連性がそれほど
高くならなかったと考えられる．また，野菜は生活習
慣病などの疾病予防に重要な役割を果たす食べ物とさ
れている．神経症傾向であっても，このような野菜に
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対する肯定的な認知を獲得することによって，野菜へ
の嫌悪感が緩衝される可能性もある．しかし，この点
について，本調査で明らかにすることはできないので，
今後，食べ物に対する知識などの認知的要因が食嗜好
にいかに影響するかについて確認する必要がある．さ
らに，「多様な食べ物に対する受容」や「同一の食べ
物に対する受容」との関連はみられず妥当な結果で
あった．
一方，食物新奇性嗜好は「嫌いな食べ物への嫌悪」，
「食感覚への嫌悪」，「野菜に対する嫌悪」と負の相関
関係にあり，「多様な食べ物に対する受容」とは正の
相関関係にあった．そして，「同じ食べ物に対する受容」
とは極めて低いものの負の相関がみられた．
以上の結果から，基準関連妥当性を確認する関係性
が認められたものの，一部の相関の程度は比較的低
かった．また，調査対象者が一つの国立大学の学生で
あったことは，留意すべき点である．今後は，さらに
多くのデータを収集し一般化出来る尺度の検討を行う
必要がある．
これからの課題としては，偏食行動を予測する尺度
であることを確認したうえで，偏食に関連する食嗜好
を規定する要因について検討し偏食を回避するための
知見を得る必要がある．そして，偏食に関連する食嗜
好を改善する糸口を探りたい．
4．結　論
本研究では，半構造化面接にもとづいて抽出した意
見文をもとに，偏食に関連する食嗜好尺度の開発を試
みた．その結果，「嫌いな食べ物への嫌悪」，「食感覚
への嫌悪」，「野菜に対する嫌悪」，「多様な食べ物に対
する受容」および「同一の食べ物に対する受容」の 5
つの下位尺度が抽出された．さらに，神経症傾向や食
物新奇性嗜好との相関から外的基準との関係について
検討したところ，本尺度は一定の信頼性と妥当性を有
することを確認した．
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